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決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

板

平
成
　
年
度
決
算

24

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
が
平
成
　
年
度
６
億
９
，８

23

８
６
万
円
か
ら
平
成
　
年
度
６
億

24

１
，５
９
２
万
円
と
な
り
８
，２
９

４
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
積
立

金
は
財
政
調
整
基
金
や
庁
舎
等
建

設
基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
、
平

成
　
年
度
末
　
億
５
，７
９
７
万

23

33

円
か
ら
平
成
　
年
度
末
　
億
６
，

24

35

７
７
６
万
円
と
な
り
２
億
９
７
９

万
円
増
加
し
ま
し
た
。
積
立
金
の

増
加
に
よ
り
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
庁
舎
建
設
等
の

公
共
投
資
に
備
え
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

　
町
の
主
要
な
歳
入
で
あ
る
町
税

は
微
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方

交
付
税
は
７
，３
２
９
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、

児
童
手
当
や
障
害
者
自
立
支
援
に

増減率H23年度H24年度内　　　訳

0.2％19億3，56619億4,024町　　　税

△4.5％16億1，13615億3,807地方交付税

△21.3％８億8，825６億9,886繰　越　金

△23.1％４億8，875３億7,564国庫支出金

△47.1％６億5,540３億4,650町　　   債

△11.4％３億6，279３億2,140県 支 出 金

13.4％２億6，106２億9,616繰　入　金

△0.0％１億3，266１億3，265地方消費税交付金

△6.6％３億8，787３億6,211そ　の　他

△10.6％67億2，38060億1,163合　　　計

増減率H23年度H24年度内　　　訳

7.6％14億7，69015億8，894民　生　費

△14.1％13億2，63411億3，997総　務　費

　25.6％４億4,587５億5,984土　木　費

△33.6％７億9,511５億2,781教　育　費

△22.3％６億2,721４億8,758公　債　費

△1.3％４億7,354４億6,740衛　生　費

3.6％２億6，503２億7,452消　防　費

△51.5％３億8，911１億8,869農林水産業費

△28.7％２億2，583１億6,096そ　の　他

△10.4％60億2，49453億9,571合　　　計

※用語解説　町税…町民税や固定資産税などの税金です／地方交

付税…財政状況に応じて交付されます／繰越金…前年度からの持

ち越し金です／国庫・県支出金…特定の事業を行うために交付さ

れる補助金などです／町債…借入金です／繰入金…基金や特別会

計からの繰入金です／地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ

れます

増減率H23年度末H24年度末区　　　分

24.8％13億5，53816億9,147財政調整基金

△27.8％７億3，623５億3,188減  債  基  金

6.2％12億6，63613億4,441その他特定目的基金

6.2％33億5，79735億6,776合　　　計

差引残額歳出総額歳入総額
事　業　名

H23年度H24年度H23年度H24年度H23年度H24年度

469396 １億1,346 １億3,039１億1,815１億3,435後期高齢者医療

１億1，232１億1，551　  19億5,501　  19億8,980      20億6,733      21億　531国民健康保険

1,9492,423９億8,94810億5,05310億　89710億7,476介   護   保   険

1,3761,935１億8，052１億7,669１億9,428１億9,604下  水  道  事  業

純損益
資本的収支収益的収支

年　度事　業　名
支出収入支出収入

14１億4,8085,647３億2,098３億2,626H24年度
水 道 事 業

△74１億5，8287,641３億1,942３億2，301H23年度
※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、消費税資本的収支調整額、及び損益勘定留保資金で補てんしています。

増減率H23年度末H24年度末

△2.1％40億3，88539億5,242

※紙面の都合によ

り積立金・地方債

現在高は、一般会

計のみ掲載してい

ます。

■特別会計決算額　　　　　　　　　　　　　                                                   (単位：万円）

■一般会計積立金現在高               (単位：万円）

■一般会計地方債(借入金)
　現在高                  (単位：万円）

(単位：万円）

一般会計歳入決算額

　　60億1,163万円
一般会計歳出決算額

　　53億9,571万円(単位：万円） (単位：万円）

※用語解説　民生費…幼児や高齢者などの福祉に使います／総務

費…町の一般的な管理事務にかかります／土木費…道路や河川、

公園などの整備・維持管理に使います／教育費…小中学校や公民

館の経費、文化・スポーツ活動に使います／公債費…借りたお金

の返済に使います／衛生費…ごみ・し尿の処理や住民検診に使い

ます／消防費…消防・防災のために使います／農林水産業費…農

業や畜産業の振興、土地改良などのために使います
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対
す
る
国
の
負
担
金
、
八
間
 樋
 橋
び

整
備
に
伴
う
町
道
工
事
に
対
す
る

国
の
補
助
金
な
ど
で
す
。
小
中
学

校
エ
ア
コ
ン
整
備
や
板
中
体
育
館

の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

の
完
了
に
伴
い
そ
の
補
助
金
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
１
億
１
，３
１

１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
の
主
な
も
の

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
八
間
樋

橋
整
備
に
伴
う
町
道
工
事
に
関
す

る
借
入
金
で
す
。
国
庫
支
出
金
と

同
様
に
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備

な
ど
の
完
了
に
伴
い
そ
の
借
入
金

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
３
億
８
９

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
主
と
し
て
基
金

（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
歳
入
で
あ

り
、
３
，５
１
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
と
し
て
は
、
７
億

１
，２
１
７
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

８
，０
０
０
万
円
の
赤
字
補
て
ん

繰
出
し
を
行
っ
た
影
響
な
ど
に
よ

り
民
生
費
が
１
億
１
，２
０
４
万

円
の
増
、
八
間
樋
橋
整
備
に
伴
う

町
道
工
事
の
開
始
な
ど
に
よ
り
土

木
費
が
１
億
１
，３
９
７
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
が
前
年
度
に
対
し
て
少
額
で

あ
っ
た
影
響
な
ど
に
よ
り
、
総
務

費
が
１
億
８
，６
３
７
万
円
の
減
、

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
や
板

中
体
育
館
の
耐
震
補
強
・
大
規
模

改
造
工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り
教

育
費
が
２
億
６
，７
３
０
万
円
の

減
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
借
入
金
の
返
済
終
了
な
ど
に
よ

り
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
費
）

が
１
億
３
，９
６
３
万
円
の
減
、

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
負
担
金

の
支
払
終
了
な
ど
に
よ
り
農
林
水

産
業
費
が
２
億
　
万
円
の
減
と
な

42

り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
平
成
　
年
度
の
重

24

点
的
な
事
業
と
し
て
、
生
活
道
路

等
の
整
備
、
加
工
米
対
策
事
業
の

継
続
実
施
、
が
ん
検
診
（
子
宮
 頸
 

け
い

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
）
の

充
実
、
南
小
と
北
小
の
受
水
槽
・

高
架
水
槽
の
改
修
、
南
小
体
育
館

と
板
中
武
道
館
の
内
部
塗
装
改

修
、
渡
良
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

な
ど
を
実
施
し
、
歳
出
総
額
と
し

て
は
６
億
２
，９
２
３
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　
財
政
係

山
内
線
１
３
２

平成24年度健全化判断比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき

平成24年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足

比率を公表します。

実質赤字比率…町の一般会計における赤字の程度が、

町の財政規模に対してどれくらいの割合かを示す指標

です。

連結実質赤字比率…町のすべての会計における赤字の

程度が、町の財政規模に対してどれくらいの割合かを

示すものです。

実質公債費比率…町の一般会計が負担する借入金の返

済費やこれに準じるものの支払いが、町の財政規模に

対してどれくらいの割合かを示すものです。

将来負担比率…町の一般会計が将来負担すべき実質的

な負債が、町の財政規模に対してどれくらいの割合か

を示すものです。

資金不足比率…町の下水道事業特別会計と水道事業会

計の資金の不足額が、それぞれの事業の規模に対して

どれくらいの割合かを示すものです。

○実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と表示。

○連結実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と

表示。

○将来負担比率は、将来負担額に充てることができる

財源等が将来負担額を上回っているため「－」と表示。

○両会計ともに資金不足ではないため「－」と表示。

▼健全化判断比率

早期健全化基準板倉町区分

　15.00%－
(－)

実質赤字比率

　20.00%－
(－)

連結実質赤字比率

　25.0%9.2%
(11.1%)

実質公債費比率

350.0%－
（－）

将来負担比率

(　)内は平成23年度決算に基づく比率

▼資金不足比率

経営健全化基準資金不足比率特別会計の名称

20.0%－
(－)

水道事業会計

20.0%－
(－)

下水道事業特別会計

(　)内は平成23年度決算に基づく比率

問合せ　財政係　 山内線１３３

金婚式・ダイヤモンド婚式
　金婚式・ダイヤモンド婚式に該当するご夫婦の申

請を受け付けています。

　また、昨年以前に参加できなかったご夫婦も参加

できます。この機会にぜひ申請してください。

開催期日　11月30日（土）　場所　老人福祉センター

申請期限　10月18日（金）

問合せ　福祉係　山内線３１２
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タウンニュース

高
齢
者
対
象
の
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
群
馬
県
の
県
土
の
３
分
の
２
は

森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
森
林
は

豊
か
な
水
を
育
み
、
ま
た
災
害
を

防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
す
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を

守
り
、
育
て
、
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
「
ぐ
ん
ま
緑
の

県
民
税
（
通
称
）」
を
平
成
　
年
４

26

月
か
ら
導
入
し
ま
す
。

税
金
の
使
い
み
ち

・
国
庫
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
奥

山
な
ど
条
件
不
利
地
森
林
整
備

・
住
宅
及
び
道
路
周
辺
の
平
地
林

や
竹
林
な
ど
身
近
な
森
林
の
整
備

・
松
く
い
虫
被
害
林
を
コ
ナ
ラ
や

杉
な
ど
の
森
林
に
再
生

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

・
森
林
環
境
教
育
や
森
林
の
重
要

性
な
ど
の
啓
発
活
動

※
使
い
み
ち
を
明
確
す
る
た
め
、

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
」
に
積
み

立
て
て
か
ら
施
策
に
充
て
ま
す
。

課
税
の
内
容
　
次
の
額
を
県
民
税

均
等
割
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

○
個
人
　
年
間
　
７
０
０
円

○
法
人
　
資
本
金
な
ど
の
額
に
よ

り
年
間
１
，４
０
０
円
～
５
６
，０

０
０
円
（
県
民
税
均
等
割
の
税
額

の
７
％
相
当
額
）

課
税
の
期
間
　
５
年
間

導
入
の
時
期
　
平
成
　
年
度
課
税

26

（
平
成
　
年
所
得
分
か
ら
）

25

問
合
せ

○
税
の
使
い
み
ち
な
ど
森
林
保
全

に
関
す
る
こ
と
　

県
庁
林
政
課

山
０
２
７－

２
２
６－

３
２
１
１

○
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と
　

県
庁
税
務
課

山
０
２
７－

２
２
６－

２
１
９
６

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
導
入

県
民
税
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
対
象
の
か
た
に
は
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。
同
封
の
通
知
書
、

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　
年

10

(火)

26

１
月
　
日
　

11

(土)

対
象
　

○
接
種
す
る
日
に
満
　
歳
以
上
の

65

か
た
（
た
だ
し
昭
和
　
年
　
月
　

23

12

31

日
以
前
生
ま
れ
の
か
た
）

※
次
の
か
た
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
に
ご
確
認
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
予
診
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
か
た

60

65

で
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
害
を
有
す
る
か
た
ま
た
は
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
支
障
を
き

た
す
程
度
の
障
害
を
有
す
る
か
た

実
施
方
法
　
医
療
機
関
で
１
回
接

種
。
個
人
負
担
金
を
支
払
い
、
予

防
接
種
済
証
を
受
け
取
り
ま
す
。

個
人
負
担
金
　
１
，０
０
０
円
（
指

定
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
か
た
）

持
ち
物
　
予
診
票
・
予
防
接
種
済

証
・
健
康
保
険
証
・
個
人
負
担
金

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

通
知
書
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
指
定
医
療
機
関

で
な
い
場
合

　
接
種
を
希
望
す
る
か
た
は
、
接

種
日
よ
り
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
接
種
後

の
連
絡
で
は
、
接
種
費
用
の
助
成

や
健
康
被
害
救
済
制
度
が
適
用
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
町
内
指
定
医
療
機
関
（
順
不
同
）

連絡先医療機関

  82-2255増田医院

  82-1131井上整形外科医院

  70-4080いたくら内科クリニック

  91-4070ふじの木整形・内科クリニック

  80-4333板倉耳鼻咽喉科クリニック

  77-1877板倉医院
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婚
活

婚
活
必
勝
講
座
を
開
催
！

　『
結
婚
難
民
に
な
ら
な
い
た
め

の
婚
活
必
勝
講
座
』
を
開
催
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
カ
リ

ス
マ
仲
人
が
、
結
婚
へ
の
近
道
を

教
え
ま
す
。

　
今
回
の
婚
活
講
座
は
、
結
婚
や

婚
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
た

の
親
御
さ
ん
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

24

(日)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
第

１
・
第
２
会
議
室

内
容
　
四
人
に
一
人
は
『
結
婚
難

民
』
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
カ

リ
ス
マ
仲
人
が
早
く
結
婚
で
き
る

方
法
を
伝
授
し
て
い
き
ま
す
。
婚

活
を
始
め
た
い
人
、
結
婚
相
手
探

し
に
失
敗
し
た
く
な
い
人
、
結
婚

に
悩
め
る
人
へ
。　
今
ま
で
に
、

約
１
，０
０
０
組
を
結
婚
に
導
い

た
仲
人
の
カ
リ
ス
マ
山
田
由
美
子

氏
が
、
現
代
婚
活
事
情
と
結
婚
難

民
に
な
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

講
師
　
 山
  田
  由
  美
  子
 （
婚
活
ア
ド

や
ま
 
だ
 
ゆ
 
み
 
こ

バ
イ
ザ
ー
）
珂
お
見
合
い
塾
塾
長

参
加
費
　
１
，０
０
０
円
（
当
日
集

金
し
ま
す
）

募
集
人
数
　
１
５
０
名

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
名
前
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
　
月
　
日
　

11

22

(金)

（
い
い
夫
婦
の
日
）

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
町
商
工
会

山
　－

０
２
２
４

82
死info@itakura-s.jp

○
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

死konkatsu@town.

itakura.gunma.jp

文
化
的
景
観
そ
の
展
望
は

風
景
づ
く
り

　『
利
根
川
に
学
ぶ
渡
良
瀬
大
会

　
群
馬
県
板
倉
町
』
が
開
催
さ
れ

inま
す
。
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
た
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流

域
に
焦
点
を
当
て
、
水
辺
の
あ
り

方
と
展
望
に
つ
い
て
専
門
家
を
交

え
議
論
を
深
め
ま
す
。

開
催
日
　
　
月
９
日
　
、
　

日
　

11

(土)

10

(日)

開
催
地
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

▼
1
日
目
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

水
場
景
観
と
渡
良
瀬
遊
水
地
の
現

地
見
学
（
板
倉
東
洋
大
前
駅
広
場

集
合
）

午
後
１
時
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会

基
調
講
演
「
利
根
川
治
水
の
現
状

と
課
題
」
虫
明
功
臣
　
氏
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）

午
後
２
時
　
報
告
講
演

報
告
１
「
重
要
文
化
的
景
観
の
歴

史
的
意
義
」
荒
井
英
世
　
氏
（
郷

土
史
研
究
家
）

報
告
２
「
田
中
正
造
没
１
０
０
年
」

針
ヶ
谷
照
夫
　
氏
（
田
中
正
造
記

念
館
理
事
長
）

報
告
３
「
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
ま
で
の
背
景
」

白
井
勝
二
　
氏
（
渡
良
瀬
遊
水
地

ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
）

午
後
３
時
　
分
 

15

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

パ
ネ
ラ
ー

（
利
根
源
流
）
藤
原
案
内
人
ク
ラ
ブ

代
表
林
親
男
・
板
倉
町
商
工
会
長
市

澤
孝
一
・
公
益
財
団
法
人
ハ
ー
モ

ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
名
誉
理
事
長
大
野

重
男
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
町
川
を
守
る

会
理
事
長
中
村
英
雄
・
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
事
務
局
長
鍋
田
康
成

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

熊
倉
浩
靖
　
氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
虫
明
功
臣
　
氏

国
土
交
通
省
水
管
理
国
土
保
全
局

河
川
計
画
課
長
　
金
尾
健
司
　
氏

午
後
５
時
　
分
　
コ
ン
サ
ー
ト

30

水
の
交
響
詩「
利
根
川
３
２
２
」板

倉
実
行
委
員
会

午
後
７
時
　
意
見
交
換
会

交
流
会
館
林
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て

会
費
４
，０
０
０
円
当
日
受
付
　

▼
２
日
目
　
田
中
正
造
記
念
館
見

学
（
自
由
参
加
） 

申
込
先
・
問
合
せ

情
報
広
報
係
　
山
内
線
１
５
２

　

　　
９
月
　
日
付
で
、 下
  山
  伯
  四
 

し
も
 や
ま
 は
く
 し

21

 郎
 さ
ん
（
大
高
嶋
）
が
、
板
倉

ろ
う町

公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、 関
  根
  和
  雄
 さ
ん

せ
き
 
ね
 
か
ず
 
お

（
西
岡
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
平
委
員
は
、
職
員
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
を

審
査
及
び
判
定
し
、
必
要
な
措

置
を
行
い
、
職
員
に
対
す
る
不

利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申

し
立
て
に
対
し
、
裁
決
ま
た
は

決
定
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
 石
  井
  榮
 さ
ん

い
し
 い
 さ
か
え

（
岩
田
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

２
期
５
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に

対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

　
公
平
委
員
に
選
任下山 伯四郎さん

　大高嶋・16 区　

カリスマ仲人　山田由美子　氏


